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目的：本研究は、特別養護老人ホームに入居する要介護高齢者の低 Na 血症(血清 Na 
値・低 Na 血症の症状)を 2 年間の縦断的調査から明らかにすることを目的とする。  
方法：本研究は縦断的調査である。 1.研究方法:質問紙を用いた追跡研究(郵送調査 
法)。2.研究対象者 :承諾を得た特別養護老人ホーム 6 施設 165 名。3.調査項目:属性、
ケア内容、低 Na 血症の症状の有無、血清 Na 値。4.調査期間:平成 27 年 6 月～平成 29
年 12 月。5.分析方法:対応のある t 検定、反復測定を行った。さらにそれぞれ各年で
血清 Na 値上昇群と下降群に分けて重回帰分析を行い、 95%信頼区間にて算出した。  
結果：調査開始の調査対象者は 452 名であったが、2 年後に追跡調査を実施できた調査  
対象者は 165 名(36.5%)であった。 1 年間の縦断的調査では年齢、身長、昼間排尿回数  
が有意に低値を示し、血清 Na 値、低 Na 血症の症状では有意差は認められなかった。  
さらに、1 年後血清 Na 値上昇群は 58 名(35.1%)、下降群は 73 名(44.2%)、変化なし群  
は 34 名(20.6%)であり、1 年後血清 Na 値上昇群では、歩行の有無、1 年後血清 Na 値下 
降群では収縮期血圧に影響がみられた。また、2 年間の縦断的調査では年齢、要介護度、 
体重、1 日の水分摂取量、1 日の食事摂取カロリー、1 日の塩分摂取量、昼間排尿回数、
1 日の歩行距離に有意差が認められ、低 Na 血症の症状では全身倦怠感を訴える、悪心
があるに有意差が認められたが、血清 Na 値に有意差は認められなかった。さらに、2
年後血清 Na 値上昇群は 73 名(44.2%)、下降群は 92 名(55.8%)、であり、2 年後に血清
Na 値上昇群では、1 年後と同様に歩行の有無に影響があり、 2 年後血清 Na 値下降群で
は夜間排泄場所に影響がみられた。  
考察：2 年間で血清 Na 値に有意な変化は認められなかった。高齢になると、血清 Na 
値は低下を示すという報告もあるが、一方で 1・2 年後ともに血清 Na 値上昇群は歩行  
の有無に影響が認められた。つまり、歩行を主とする活動性を高めることにより、血 
清 Na 値の維持、向上に繋がるのではないかと考えられる。下降群では、収縮期血圧、 
夜間排泄場所に影響があることから血圧の維持や排泄場所にも留意しながらケアを提  
供する重要性が示唆された。  
結論：本研究の 2 年後の縦断的調査において、 1 日の水分摂取量 1600ml 台、1 日の食  
事摂取カロリー1280kcal 台、1 日の平均歩行距離 200m 台のケアの継続の結果、低 Na 
血症の症状である全身倦怠感を訴える、悪心があるは有意に増加を示していたが、血  
清 Na に変化はなかった。  
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